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平成 24 年 10 月 29 日 

内閣府公共サービス改革推進室 

 

 

民間競争入札実施事業 

独立行政法人国際交流基金日本語国際センターの海外日本語教師研修接遇業務の評価(案) 

 

 

競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18 年法律第 51 号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

 

Ⅰ 事業概要等 

１ 実施の経緯及び事業の概要 

独立行政法人国際交流基金日本語国際センター（以下「センター」という。）の

海外日本語教師研修接遇業務（以下「本業務」という。）については、公共サービ

ス改革基本方針（平成 23 年７月 15 日閣議決定）において、競争の導入による公共

サービスの改革に関する法律に基づく民間競争入札（以下「民間競争入札」という。）

を実施することを決定した。これを受けてセンターは、官民競争入札等監理委員会

の議を経て定めた「独立行政法人国際交流基金日本語国際センターの海外日本語教

師研修接遇業務民間競争入札実施要項」に基づき、民間競争入札を実施し、受託事

業者を決定した。事業の概要等は以下のとおりである。 

事  項 内  容 

業務内容 

 

 

契約期間 

 

受託事業者 

 

契約金額 

センターの海外日本語教師研修接遇業務（国際航空券手配業務

及び国内接遇業務） 

 

平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日までの１年間 

 

社団法人国際交流サービス協会 

 

106,055,479 円（税込） 

 

確保されるべき

サービスの質 

○安全の確保 

・本業務の不備に起因する研修実施中の人身事故又は物損事

故の発生がないこと。 

○業務継続の確保 

・本業務の不備に起因する研修の中断がないこと。 
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・本業務の不備に起因する研修参加者の来日の遅延により、

プロジェクト開始の遅延、妨げがないこと。 

・本業務の不備に起因する重大な手配漏れにより、研修の円

滑な遂行の妨げがないこと。 

・プロジェクトの準備及び実施期間中にセンターとの連絡が

取れず、本業務実施に関する必要な対応が取れない事態が

発生しないこと。 

○快適性の確保 

 ・各プロジェクト終了時に、センターが研修参加者に対して

実施するアンケートのうち本業務に関する部分の全ての設

問について、70％以上の回答者から「満足」または「やや

満足」の評価を得ること。 

 

２ 受託事業者決定の経緯 

入札参加者は２者であり、提出された企画書について２者とも評価基準を満た

していた。平成 24 年１月 31 日に開札したところ、２者とも予定価格の範囲内で

あったことから、この２者について総合評価を行い、上記受託事業者が落札者と

なった。 

 

３ 平成 25 年度以降の事業について 

平成 25 年以降の事業については、公共サービス改革基本方針（平成 24 年７月

20 日閣議決定）別表において、平成 25 年４月から平成 27 年３月までの２年間を

契約期間として民間競争入札を実施することとされている。 

 

Ⅱ 評価 

１ 評価方法について 

センターから提出された平成 24 年度（平成 24 年７月 31 日時点）の実施状況に

ついての報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費等の観点から、

評価を行うものとする。 

 

２ 対象公共サービスの実施内容に関する評価 

（１）安全の確保 

   本業務の不備に起因した本研修実施中の人身事故又は物損事故の発生（達成

指標：発生回数０回）はなく、確保すべき質は達成されていると評価できる。 
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（２）業務継続の確保 

   ①本業務の不備に起因する研修の中断（達成指標：発生回数０回）、②本業務

の不備に起因する研修参加者の来日の遅延によるプロジェクト開始の遅延、妨

げ（達成指標：発生回数０回）、③本業務の不備に起因する重大な手配漏れによ

る研修の円滑な遂行の妨げ（達成指標：発生回数０回）、④プロジェクトの準備

及び実施期間中、センターとの連絡が取れず、本業務実施に関する必要な対応

が取れない事態の発生（達成指標：発生回数０回）はいずれもなく、確保すべ

き質は達成されていると評価できる。 

 

（３）快適性の確保 

  ア 実施状況 

日本語教師研修の参加者に対するアンケートのうち本業務に関する部分の

調査結果は以下のとおりである。 

※ アンケートは、各プロジェクト終了時に、センターが研修参加者に対して実施。

各設問について「満足」、「やや満足」、「やや不満足」、「不満足」の選択肢から回

答。 

※ アンケートの対象者数は 94 人、回答者数は 94 人（回収率 100％）である。 

 

  イ 評価 

研修参加者に対するアンケートの調査結果については、達成指標（全ての設

問について 70％以上の回答者から「満足」または「やや満足」の評価を得るこ

設問区分 達成指標 

調査結果 

（「満足」または「やや満

足」と回答した者の割合）

(1)国際航空券手配について 全ての設問について

70％以上の回答者か

ら「満足」または「や

や満足」の評価を得る

こと 

 

100％ 

(2)国内接遇について 

(ア)出迎えスタッフ 

 

100％ 

(イ)空港バス 100％ 

(ウ)各種費用の立替え 100％ 

(エ)研修旅行等でのバス等 100％ 

(オ)研修旅行等でのホテル  100％ 

(カ)研修旅行等での食事 98.9％ 

(キ)研修旅行等でのエスコート 100％ 

(ク)研修旅行の事前説明 100％ 

(ケ)帰国説明 100％ 
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と）を大きく上回っており、確保されるべき質は十分に達成されていると評価

できる。 

 

（３）民間事業者からの提案による業務実施状況 

 業務知識・経験の豊富なスタッフ１名をセンターに常駐させる体制で業務を

行っており、業務の効率性が高まり、また、緊急時対応の迅速化が図られてい

る。 

 

３ 実施経費についての評価 

本業務は、平成 24 年４月から平成 25 年３月までの１年間の事業として民間競争

入札を実施し、入札参加者が提出した企画書及び入札金額について、総合評価（除

算方式）を行い、落札者を決定した。 

本業務の落札金額は 106,055,479 円であり、従来の実施に要した経費 109,454,892

円（平成 22 年度の実施経費）に比べ 3,399,413 円（3.1％）の経費が削減されてい

る。 

なお、平成 22 年度の業務内容（プロジェクト数 17 件、招へい人数 419 名）と平

成 24 年度の業務内容の予定数量（プロジェクト数 13 件、招へい人数 421 名）が異

なることから、平成 22 年度と平成 24 年度の経費比較の便宜のため、平成 22 年度の

受託事業者との契約条件（契約単価、手数料率）に基づき、平成 24 年度の業務内容

の予定数量で実施経費を試算すると、108,485,071 円となる。当該試算額と本業務の

落札金額を比べた場合には 2,429,592 円（2.3％）の経費削減となる。 

 

４ 評価のまとめ 

（１）評価の総括 

本業務の実施にあたり確保すべき質として設定された「安全の確保」、「業務継

続の確保」及び「快適性の確保」について、いずれも達成指標を満たしており、

確保されるべき質は達成されていると評価できる。また、事業者からの提案によ

り、業務知識・経験の豊富なスタッフ１名をセンターに常駐させる体制で業務を

行っており、業務の効率性が高まり、また、緊急時対応の迅速化が図られている。 

本業務の実施経費については、従来の実施に要した経費に比べ 3,399,413 円

（3.1％）の経費が削減されている。 

 

（２）今後の方針 

民間競争入札（単年契約）の実施により、サービスの質の確保、実施経費の削

減がなされていることから、次期事業についても引き続き民間競争入札（複数年

契約）を実施することにより、民間事業者の創意工夫を活用した公共サービスの
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質の維持向上及び経費の削減が期待される。 

ただし、次期事業においては、参入実績のない民間事業者においても、実施状

況を踏まえた工夫（企画書の提案）が可能となるよう、実施要項等に本実施状況

の内容を十分に情報開示するなど、更なる競争性の確保に努める必要がある。ま

た、アンケートによる研修参加者の満足度が定量的な指標を大きく上回っている

ことを踏まえ、確保されるべきサービスの質の一層適切な設定について検討する

必要がある。 

以上 
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                              平成24年8月22日 

                          独立行政法人国際交流基金 

                             日本語国際センター 

民間競争入札実施事業 

独立行政法人国際交流基金日本語国際センターの海外日本語教師研修接遇業務 

の実施状況について 

（平成24年4月1日～平成24年7月31日時点分） 

 

Ⅰ 事業の概略等 

 

１．委託業務内容 

独立行政法人国際交流基金日本語国際センター（以下「センター」という。）

の海外日本語教師研修接遇業務（国際航空券手配業務、国内接遇業務）（以下「本

業務」という。） 

  

２．業務委託期間（契約期間） 

平成24年4月1日から平成25年3月31日まで（1年間） 

  

３．受託事業者 

社団法人国際交流サービス協会 

 

 ４．受託事業者決定の経緯 

   民間競争入札実施要項及び入札説明書に基づき入札参加者2者から提出された企

画書について、必須項目及び加算項目を実施し、評価委員会において審議した結果、

2者が評価基準を満たしていた。 

   入札結果は平成24年1月31日に開札し、予定価格の範囲内の者2者について総合評

価を行なった結果、総合評価点が最も高い、上記３の者を落札者とした。 

 

Ⅱ 確保すべき質の達成状況及び評価 

 

１. 安全の確保 

（１）実施状況 

本業務の不備に起因する海外日本語教師研修（以下「本研修」という。）実

施中の人身事故又は物損事故の発生はなかった。（要求水準：発生回数０回） 

（２）評価 

  要求水準を満たしており、適切に実施されたものと評価できる。 

別 添 
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 ２．業務継続の確保 

（１）実施状況 

ア.本業務の不備に起因する本研修の中断はなかった。（要求水準：中断回数0

回） 

イ.本業務の不備に起因する研修参加者の来日の遅延により、プロジェクトの開

始が遅延したり妨げられることはなかった。（要求水準：遅延等の回数0回） 

ウ.本業務の不備に起因する重大な手配漏れにより、本研修の円滑な遂行を妨 

げることはなかった。（要求水準：円滑な遂行を妨げた回数０回） 
エ.プロジェクトの準備及び実施期間中にセンターとの連絡が取れず、本業務実

施に関する必要な対応が取れない事態が発生することはなかった。（要求水

準：発生回数０回） 

（２）評価 

  要求水準を満たしており、適切に実施されたものと評価できる。 

 

 ３．快適性の確保 

  （１）アンケートの結果 

本研修の各プロジェクト終了時に、センターが研修参加者に対して実施した

アンケートの結果は次のとおりである。（要求水準：本業務に関する部分の全

ての質問について、70％以上の回答者から「満足」または「やや満足」の評価

を得ること） 

    質 問 満足  不満足  

満足度

(「満足」・

「やや満足」

の合計) 

 満足 やや

満足 

やや

不満

足 

不満

足 

（１）国際航空券手配について

センターでは、皆さんを日本

に招へいするための航空券

の手配を行いました。この航

空券の旅程はいかがでした

か。（例えば、他にもっと便

利な旅程（時間帯や経由地）

があったにも関わらず不便

 

 

 

 

90.0% 

 

 

 

 

 

10.0%

 

 

 

 

 

 0％

 

 

 

 

 

 

0％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 
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な旅程が設定されていませ

んでしたか。）。 

 

（２）国内接遇について    

ア.出迎えスタッフ 

 センターでは、皆さんの来館

のために、東京国際空港での出

迎えと、さいたま新都心でのバ

ス乗り換えのためのエスコー

トを手配しました。このエスコ

ートの対応はいかがでしたか。

空港でのバス乗継ぎ案内や、さ

いたま新都心でのバス乗換え

案内は適切でしたか。また何か

問題はありませんでしたか。 

 

 

 

 

93.3% 

 

 

 

 

 

 

 

6.7% 

 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

100％ 

イ.空港バス 

 センターでは、皆さんの来館

のために、東京国際空港からセ

ンターまでの貸切団体バスを

手配しましたが、この手配はい

かがでしたか。安全に運行され

ていましたか。また車両の不具

合等の問題はありませんでし

たか。 

 

 

 

 

96.8%

 

 

 

 

3.2% 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

100% 

ウ.各種費用の立替え 

 センターでは、訪日時に支払

った空港税等の払い戻しが必

要だった方については、その払

い戻しを行いました。この払い

戻しはスムーズでしたか 

 

 

 

93.7% 

 

 

 

6.3% 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

100% 
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エ 研修旅行等でのバス等 

センターでは、研修旅行や外部

訪問のための団体バスを手配

し、観光地ではバスガイドの手

配も行いましたが、これらの手

配はいかがでしたか。安全に運

行されていましたか。バスガイ

ドの解説は分かりやすかった

ですか。また何か問題はありま

せんでしたか。 

 

 

 

 

 

97.9%

 

 

 

 

 

2.1% 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

100% 

オ.研修旅行等でのホテル 

 センターでは、研修旅行の旅

館やホテルを手配しましたが、

これらの手配はいかがでした

か。部屋等の施設は快適でした

か、（食事も手配されていた場

合は）センターに届け出ていた

食餌制限は適切に対応されて

いましたか。食事の量や味は適

切でしたか。また何か問題はあ

りませんでしたか。 

 

 

 

 

 

 

94.4%

 

 

 

 

 

5.6% 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

 

100% 

カ.研修旅行等での食事 

 センターでは、研修旅行や外

部訪問の昼食を手配しました

が、この手配はいかがでした

か。センターに届け出ていた食

餌制限は適切に対応されてい

ましたか。食事の量や味は適切

でしたか。また何か問題はあり

ませんでしたか。 

 

 

 

 

 

83.3%

 

 

 

 

15.6%

 

 

 

 

1.1%

 

 

 

0% 

 

 

 

 

98.9% 

キ.研修旅行等でのエスコート 

 センターでは、研修旅行や外
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*対象者数 94人、回答者数 94人（アンケート回収率は100％） 

  （２）評価 

    研修参加者のアンケート調査の結果は、全ての質問について、達成目標の70％

以上を上回り、非常に高い満足度を参加者から得ている。 

 

 

 

部訪問の外部エスコートを手

配しましたが、この手配はいか

がでしたか。担当のエスコート

は集合時間等の日程説明を十

分に分かりやすく行い、行動中

に必要な連絡や指示を適切に

行っていましたか。また何か問

題はありませんでしたか。 

 

 

 

 

91.1% 

 

 

 

8.9% 

 

 

 

0％ 

 

 

 

0％ 

 

 

 

100％ 

ク.研修旅行の事前説明 

 センターでは、研修旅行パン

フレットを作成し、研修旅行説

明会を実施しましたが、この内

容はいかがでしたか。研修旅行

のために必要な情報を十分に

入手することができましたか。

また何か問題はありませんで

したか。 

 

 

 

 

 

95.6% 

 

 

 

 

 

4.4% 

 

 

 

 

0％ 

 

 

 

 

0％ 

 

 

 

 

 

100％ 

ケ.帰国説明 

 センターでは、帰国のための

説明会を実施しましたが、この

内容はいかがでしたか。帰国の

ために必要な情報を十分に入

手することができましたか。ま

た何か問題はありませんでし

たか。 

 

 

 

 

 

89.4% 

 

 

 

 

10.6%

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

0% 

 

 

 

 

100% 
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４．業務の履行状況 

 

業務の対象        業務の内容  履行状況 

（１）国際航空券手配業

務（研修参加者を本研

修参加のために招へ

いするにあたって必

要となる国際航空券

手配諸業務のうち、セ

ンターが指定するも

の。本研修では研修参

加者の安全と健康の

確保を最優先として

おり、緊急時及び非常

時においても、円滑に

対応して被害を拡大

させない体制と、業務

を安定的に履行する

体制が求められる。） 

・研修参加者別の旅程（ルート・日程

等）案の作成。センターが指定するセ

ンター到着日及びセンター出発日に

基づく、最も合理的な旅程とする。 

・航空券の予約。最も合理的な旅程に

基づく最も経済的な価格の割引航空

券手配。 

・航空券の発券。航空券は原則として

Ｅチケット発券とする。 

・旅程の変更手配。 

・航空券予約のリコンファーム。 

・来日及び帰国に付随して発生する海

外での宿泊手配。 

・来日及び帰国に関する入館・退館・

航空機・バス・エスコート等の必要情

報を網羅した日程一覧表の作成。 

・上記に附帯して発生する各種業務。 

 

 業務報告書

の内容などか

ら判断して、

国際航空券手

配業務が適切

に実施されて

いるものと評

価できる。 

 研修参加者

別の旅程案の

作成や航空券

の予約に際し

ては、センタ

ーと適宜協議

を行い、最も

合理的な旅程

の作成、最も

経済的な価格

の航空券の手

配を行なって

いる。 
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（２）国内接遇業務 

（本研修を実施するに

あたって必要となる

接遇諸業務のうち、セ

ンターが指定するも

の。本研修では研修参

加者の安全と健康の

確保を最優先として

おり、緊急時及び非常

時においても、円滑に

対応して被害を拡大

させない体制と、業務

を安定的に履行する

体制が求められる。） 

 

（ａ）研修参加者の来日時及び帰国時

の空港送迎手配 

・研修参加者が来日及び帰国する際

の、日本の国際空港とセンター間の

空港バスの手配。研修参加者の人数

に従って、路線バス又は貸切バスの

うち、いずれか合理的かつ経済的な

ものを選択して手配する。別途セン

ターではセンター最寄のバス停（大

宮又はさいたま新都心を想定）とセ

ンターを往復する小型バス（通常使

用は１４名まで、補助席使用時で最

大２１名乗り。トランク室有り。運

転手付。）が手配可能。 

・バス乗降補助に必要な空港やさい

たま新都心等でのエスコート手配。 

（ｂ）各種費用の立替え等 

・研修参加者が来日及び帰国に際し

て支払いが必要となる空港利用税・

出国税等の支払い。来日に要した立

替金は入館日にセンター施設内で支

払うものとし、帰国に要する立替金

はセンターが指定する日に支払うも

のとする。支払いは日本円によるも

のとし、外貨からの円貨換算レート

はセンターが指定する。 

・文化プログラム（茶道・生け花・折

り紙等）の講師謝金及び材料費支払

い。税法上必要となる源泉徴収手続

きを含む。謝金は授業終了直後にセ

ンター施設内で支払う。 

・ホームステイ受入家庭に対する謝

金の支払い。謝金はホームステイ実

施日にセンター施設内で支払う。 

・研修参加者に配付する電子マネー

の調達と使用期間終了後の払い戻

業務報告書

の内容などか

ら判断して、

国内接遇業務

が適切に実施

されているも

のと評価でき

る。 

 研修参加者

の来日時及び

帰国時の空港

送迎の手配に

際しては、セ

ンターと適宜

協議しなが

ら、空港バス

やエスコート

等の手配を適

切に実施して

いる。 

 研修旅行

等、外部での

文化プログラ

ムの実施に係

る手配に際し

ても、センタ

ーと適宜協議

しながら、交

通手段、宿舎、

食事等の手配

を適切に行な

っている。 
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し。チャージ額等はセンターが指定

する。 

・その他、本研修実施にあたって必

要となる経費の立替え。 

（ｃ）研修旅行等、外部での文化プロ

グラムの実施に係る手配 

・ＪＲ等国内移動交通手段手配。 

・車両手配。観光地ではバスガイド

の手配を含む。 

・宿舎手配。 

・食事手配。宗教上や健康上の理由

等による食餌制限がある研修参加

者への対応を含む。 

・通訳・エスコート手配。 

・見学先や訪問先とのアポイント取

り付け。 

・見学先や訪問先に必要なチケット

の手配（歌舞伎鑑賞、文楽鑑賞等）

及び各種資料の準備。 

・研修参加者に対する研修旅行説明

会の実施、及び研修旅行パンフレッ

トの作成。 

（ｄ）その他の諸業務 

・研修旅行、各種文化プログラムに

係る見学先等の企画相談。 

・研修参加者来日時及び帰国時の査

証確認。 

・帰国に関する研修参加者への説明

会の実施。 

・業務報告書（各研修）の作成。 

（ｅ）上記（ａ）～（ｄ）に附帯して

発生する各種業務 
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Ⅲ 実施経費の状況及び評価 

１.平成24年度の落札金額 106,055,479円 

同落札金額は、入札時に提示した平成24年度の予定業務内容（予定プロジェクト数

13件、予定招へい人数421名）に基づき、受注事業者が積算した入札金額であり、実

際の委託額は、プロジェクト毎に締結する個別契約において定める。 

 

２.平成22年度の実施経費（従来経費） 109,454,892円 

同実施経費は、同年度のプロジェクト毎に締結した個別契約の支払額の総額。 

なお、平成22年度のプロジェクト数は17件、招へい人数は419名であり、平成24年

度の予定業務内容の数量（プロジェクト数、招へい人数）と異なることから、平成22

年度と平成24年度の経費比較の便宜のため、平成22年度の受託業者と締結したエスコ

ート料、運営管理費等の契約単価、手数料率に基づき、平成24年度の入札時に提示し

た予定業務内容で実施経費を試算すると、108,485,071円 となる。 

 

３.経費削減効果 

平成24年度落札金額         ：106,055,479円 

平成22年度実施経費（従来経費）  ：109,454,892円 

削減額               ： 3,399,413円 （削減率 △3.1％） 

   なお、平成22年度の受託業者との契約条件に基づき、平成24年度の予定業務内容

で試算した実施経費108,485,071円と平成24年度落札金額を比較した場合の削減額

は、2,429,592円（削減率△2.3％）となる。 

 

 

Ⅳ 民間業者からの提案による業務実施状況 

  民間業者から業務をより効率的かつ迅速に行うため、業務知識・経験の豊富なスタ

ッフをセンターに常駐させるとの提案があり、スタッフ1名をセンターに常駐させる

体制で業務を行っている。 

  その結果、研修参加者の旅程や各種手配等に関する情報の連絡が円滑になり業務の

効率性が高まったとともに、事故等による突然のフライトのキャンセル、研修参加者

が急遽帰国する際などの緊急事態にセンターや研修参加者と協議して、空港の送迎や

航空券の手配等の臨機応変の対応をより迅速に行なうことが可能になった。 

   

Ⅴ 全体的な評価 

  各業務において適正な履行がなされている。また、研修参加者から業務に対し高い

満足度を得ており、業務の実施にあたり達成すべき質及び確保すべき水準は、確保さ



10 
 

れていると判断できる。                                

実施経費については、市場化テスト導入の結果、3.1％（試算による比較では2.3％）

の削減効果があった。   

 なお、今回の入札は、単年度の契約で応札者が2者のみだったが、次期事業では、複

数年契約として入札を行なう予定であり、応札すれば、より長期間業務を受注する

ことにより経営の安定につながることから応札者の増加が見込まれる。 

                                    以上 
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